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はしがき

ラジカル種と分子内不飽和結合との反応によってなされる「ラジカル環化反

応」は環状化合物の優れた有用な合成手段として近年大きな注目を集めており、

天然物合成を含む有機合成の領域において現在広く用いられている。

ラジカル環化反応において解決すべき課題も多く残されている。その一つは

「位置化学の制御の問題」である。欲しい化合物が全く得られなかったり、欲

しいものを含む様々な環状化合物の混合物が生成することがある。

反応を制御することが難しいラジカル反応において「位置化学」の問題を解

決することができればラジカル環化反応の有用性はさらに増大するであろう。

また、「ラジカル種の新しい発生法の開発」も強く望まれている。ラジカル

環化反応は、通常、AIBNのようなラジカル開始剤存在トリブチルスズヒFリド

を用いて行われるが、後処理の問題や環境問題の立場から、トリブチルスズヒ

ドリドに代わるものが求められている。卜'｣ブチルスズヒFリドの代わりにケ

イ素化合物やリン化合物が用いることによるラジカル反応の開発や、亜鉛やイ

ンジウムを用いることによるラジカルの新しい発生法の開発が行われている。

また、有機溶媒の代わりに水を溶媒として使うラジカル反応の開発研究なども

盛んに行われている。

ラジカル環化反応は、アミンやアルコール等の官能基を保護することなく、ほ

ぼ中性条件下で反応を行うことができるため、医薬品等の開発研究にとってき

わめて有用である。したがって､「ラジカル環化反応の位置化学の制御法の開

発」や「ラジカル種の新しい発生法の開発」は医薬品合成を含む有機合成化学

の領域に大きな役割を果たすものと思われる。

著者らは、ラジカル環化反応における上記の諸問題を解決すべく鋭意検討を

行い、より実用性の高いラジカル環化反応を開発することを目的として本研究

を行った。
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